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お子様の保護者様へ アンケートご協力のお願い 
  

みなさまには、日ごろより市政にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

桑名市では、教育・保育・子育て支援の充実を図るため、５年間を一期とする「子ども・子育

て支援事業計画」を策定しております。 

今回、令和７年度からの次期計画の策定にあたり、市民の皆さまの子育てに関する実態やご意

見などをいただくことを目的として、アンケート調査を実施しております。 

ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

令和６年２月 

桑名市長 伊藤 徳宇 

 

※ このアンケートは無作為抽出した小学生のお子様がいる世帯を対象に送付させていただいて

おります。回答により個人が特定されたり、調査の結果を他の目的に利用することは一切ご

ざいません。 

 

＜ ご記入・ご提出にあたってのお願い ＞ 

■あて名のお子さんについて、令和６年２月１日現在の内容でご記入ください。 

■時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制（例：午後６時→18 時）でご記入ください。 

■回答は①ＷＥＢまたは②書面のどちらかで回答してください。 

①ＷＥＢ回答の場合（推奨）  ②書面回答の場合 

○右記の二次元バーコードを読み取

り、回答フォームより回答してくださ

い。 

 

URL: 

 ○令和６年２月 29日（木）までに

ご入力ください。 

 

 ○黒のボールペンなどで、この調査票の番

号に直接〇印をつけるか、回答欄に直接

ご記入ください。 

 

○ご記入いただいた調査票は、 

令和６年２月 29日（木）までに同封の

返信用封筒（切手は不要）に折りたたん

で入れて、郵便ポストへご投函くださ

い。 

◆ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、次へお願いします。 

桑名市子ども・子育て会議事務局     桑名市役所 子ども未来課 

電  話：０５９４－２４－１１７２ 

Ｆ Ａ Ｘ：０５９４－２４－１３９３ 

Ｅ－mail：ksienm@city.kuwana.lg.jp 

 

 

子ども・子育て支援に関するニーズ調査（小学生の保護者用） 

資料３ 
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Ａ お住まいの地区についてお聞きします。 
 

Ｑ１ お住まいの地区（小学校区）は次のどちらですか。わからない場合は自治会名を書いてく

ださい。（○は１つだけ）

１．日進       ２．精義       ３．立教       ４．城東 

５．益世       ６．修徳       ７．大成       ８．桑部 

９．在良       10．七和       11．久米       12．深谷 

13．城南       14．大和       15．大山田東     16．大山田北 

17．大山田西     18．大山田南     19．藤が丘      20．星見ヶ丘 

21．多度東      22．多度中      23．多度北      24．多度青葉 

25．長島北部     26．長島中部     27．伊曽島      28．わからない 

自治会名 

           

 

 

Ｂ あて名のお子さんとご家族の状況についてお聞きします。 
 

Ｑ２ あて名のお子さんは何年生ですか。 

１．１年生  ２．２年生  ３．３年生  ４．４年生  ５．５年生  ６．６年生 

 

Ｑ３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。 

     人 

 

Ｑ４ このアンケートに回答されるのは、封筒のあて名のお子さんからみてどなたですか。 

（○は１つだけ） 

１．父親     ２．母親     ３．祖父母     ４．その他（      ） 

 

Ｑ５ このアンケートに回答される方には、配偶者はいらっしゃいますか。（○は１つだけ） 

１．いる           ２．いない 

 

Ｑ６ あて名のお子さんと同居されている方すべてに○をつけてください。続柄はあて名のお子

さんからみた関係です。（○はいくつでも） 

１．父親                  ２．母親          

３．きょうだい               ４．祖父           

５．祖母                  ６．その他（           ） 

  

☆市・独自 

☆市・独自 

共通 
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Ｑ７ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主にしている方はどなたですか。続柄はあて

名のお子さんからみた関係です。（○は１つだけ） 

１．主に父親    

２．主に母親    

３．主に祖父母    

４．その他（                    ） 

 

Ｑ８ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

Ｃ あて名のお子さんの生活状況についてお聞きします。 

 

Ｑ９ お子さんは、ふだん朝食をとっていますか。（○は１つだけ） 

１．毎日食べている 

２．食べない日もある 

３．ほとんど食べない 

 

Ｑ10 Ｑ９で「３．ほとんど食べない」と答えた方にお聞きします。お子さんが朝食をとらない

理由で一番近いものは何ですか。（○は１つだけ） 

１．子どもが朝食をとる時間がない      ２．子どもが食べたがらない 

３．食事の用意をする時間がない       ４．子どもがダイエット中 

５．朝食をとる習慣がない          ６．その他（           ） 

 

Ｑ11 お子さんは、ふだん夜何時ごろ寝ますか。（○は１つだけ） 

１．20時より前               ２．20時～21時より前 

３．21時～22時より前            ４．22時～23時より前 

５．23時以降                ６．決まっていない 

 

 

 

 

 

 

  

☆市・独自 

☆市・独自 

☆市・独自 
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Ｄ 母親の仕事の状況についてお聞きします。（父子家庭の方は記入不要です） 
 

Ｑ12 母親の仕事の状況について、あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．フルタイムで仕事をしているが、産休・育休・介護休業中等 

３．パート・アルバイト等 

４．パート・アルバイト等で仕事をしているが、産休・育休・介護休業中等 

５．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない 

６．これまでに仕事をしたことがない 

 

Ｑ13 Ｑ12で「１．～４．」（就労している）に○をつけた方にお聞きします。週当たりの「就労

日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時

間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入） 

１週当たり     日    １日当たり     時間 

 

Ｑ14 Ｑ12で「３．」「４．」（パート・アルバイト等）と答えた方にお聞きします。フルタイムへ

の転換希望はありますか。（○は１つだけ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の仕事を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

Ｑ15 Ｑ12で「５．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「６．これまで

に仕事をしたことがない」と答えた方にお聞きします。仕事をしたいという希望はあります

か。あてはまる番号に１つだけ○をつけ、あわせて枠内の数字もご記入ください。（○は１つ

だけ） 

１．子育てや家事に専念したい（仕事をする予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になった頃に仕事をしたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内の仕事をしたい 

希望する仕事の形態は 

１．フルタイム 

２．パートタイム・アルバイト等 

１週あたり   日  就労時間：１日あたり    時間 

  

Ｑ13へ 

Ｑ15へ 
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Ｅ 父親の仕事の状況についてお聞きします。（母子家庭の方は記入不要です） 
 

Ｑ16 父親の仕事の状況について、あてはまる番号に１つだけ○をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中等 

３．パート・アルバイト等 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中等 

５．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない 

６．これまでに仕事をしたことがない 

 

Ｑ17 Ｑ16で「１．～４．」（就労している）に○をつけた方にお聞きします。週当たりの「就労

日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就労時

間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護

休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（数字で記入） 

１週当たり     日    １日当たり     時間 

 

Ｑ18 Ｑ16で「３．」「４．」（パート・アルバイト等）と答えた方にお聞きします。フルタイムへ

の転換希望はありますか。（○は１つだけ） 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の仕事を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

Ｑ19 Ｑ16で「５．以前は仕事をしていたが、現在は仕事をしていない」または「６．これまで

に仕事をしたことがない」と答えた方にお聞きします。仕事をしたいという希望はあります

か。あてはまる番号に１つだけ○をつけ、あわせて枠内の数字もご記入ください。（○は１つ

だけ） 

１．子育てや家事に専念したい（仕事をする予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが    歳になった頃に仕事をしたい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内の仕事をしたい 

希望する仕事の形態は 

１．フルタイム 

２．パートタイム・アルバイト等 

１週あたり   日  就労時間：１日あたり    時間 

  

Ｑ17へ 

Ｑ19へ 
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Ｆ 放課後の子どもの居場所についてお聞きします。 

 

Ｑ20 平日の放課後のお子さんの過ごし方（過ごす場所）で多いものについて、時間帯ごとにあ

てはまるものを点線枠内からそれぞれ選んで下の表に番号をご記入ください。（〇はいくつ

でも） 

 

                          ＜時間帯ごとに番号を表の中に記入＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※放課後児童クラブ･･･地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭
にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。利用にあたっては、一
定の利用料がかかります。 

 
※放課後子ども教室･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校（一部の地域のみ）で学習・
スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、小学生が利用
できます。 

 
※放課後等デイサービス･･･学校に通学中の障害児が、放課後や夏休み等の長期休暇中において利用で
きる福祉サービスです。自立した日常生活に必要な訓練や創作的活動、地域交流の機会などを提供
するものです。利用にあたっては、原則として１割が自己負担となります。 

 
※児童センター･･･子どもの健康づくりやこころを豊かにすることを目的として、安全かつ健全な遊び
を提供する屋内型の施設です。スポーツ創作活動、その他季節行事や地域との交流活動等、異年齢
での交流も深めつつ、様々な活動を行っています。 

 

  

下校後～

18時 

 

18時以降 

 

１．放課後児童クラブ（学童保育）で過ごした 

２．放課後子ども教室で過ごした 

３．放課後等デイサービスで過ごした（利用した） 

４．家で保護者や祖父母等の家族・親族（大人）と過ご

した 

５．家できょうだいなどと子どもたちだけで過ごした 

６．家でひとりで過ごした 

７．友だちの家で過ごした 

８．公園や学校などで友だちと遊んで過ごした 

９．児童館（児童センター）などの公共の施設で過ごし

た 

→（施設名：               ） 

10．クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活

動など）をして過ごした 

11．学習塾や習いごとに行って過ごした 

12．その他（                  ） 

☆市・独自 
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Ｇ 放課後児童クラブの利用についてお聞きします。 
 

Ｑ21 あて名のお子さんは、現在、放課後児童クラブを利用していますか。（○は１つだけ） 

１．利用している      Ｑ23へ 

２．利用していない     Ｑ22へ 

 

Ｑ22 Ｑ21で「２．利用していない」と答えた方にお聞きします。放課後児童クラブを利用して

いない主な理由は何ですか。（○は１つだけ） 

１．現在仕事をしていないから 

２．仕事をしているが、放課後児童クラブが近くにないから 

３．仕事をしているが、放課後児童クラブに空きがないから 

４．仕事をしているが、利用料がかかるから 

５．仕事をしているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

６．仕事をしているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

７．仕事をしているが、自宅で仕事をしているから 

８．仕事をしているが、他の施設に預けているから 

９．その他（                                 ） 

 

Ｈ あて名のお子さんの病気などの時の対応についてお聞きします。 
 

Ｑ23 あて名のお子さんが休日や夜間に病気になった時、あなたは、最初に、どうしましたか。

（○は１つだけ） 

１．本やインターネットで対処法などを調べて様子をみた 

２．自分や配偶者の親など身近な人に対処法などを教えてもらい様子をみた 

３．かかりつけ医など医療機関に対処法などを問い合わせた 

４．桑名市応急診療所など市内の救急医療機関に連れて行った 

５．市外の救急医療機関に連れて行った 

６．救急車を呼んだ 

７．「くわな健康・医療相談ダイヤル24」に電話した 

８．「みえ子ども医療ダイヤル」（＃8000）に電話した 

９．今まで、子どもが休日や夜間に病気になったことがない 

10．その他（                                  ） 

 

  

☆市・独自 

☆市・独自 

☆市・独自 

共通 
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Ｑ24 あて名のお子さんが通う学校がインフルエンザ等感染症の広がりにより学級閉鎖となった

場合、どのようなことで困りましたか。（○はいくつでも） 

１．子どもの預け先を探すのに苦労した 

２．子どもの預け先がなく、子どもだけで留守番させざるを得なかった 

３．仕事を休み、収入が減った 

４．その他（            ） 

５．困ることはない 

６．学級閉鎖になったことはない 

 

Ｑ25 この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことは

ありますか。（○は１つだけ） 

１．あった       Ｑ26へ  ２．なかった      Ｑ30へ 

 

Ｑ26 Ｑ25で「１．あった」と答えた方にお聞きします。お子さんが病気で学校を休んだり、放

課後児童クラブなどの預かり事業が利用できなかった場合の対処方法としてあてはまるも

のすべてに○をつけ、それぞれ、この１年間の日数をご記入ください（半日程度についても

１日としてカウントしてください）。 

１．父親が休んだ  日 

２．母親が休んだ  日 

３．親族・知人に預けた（同居者を含む）  日 

４．仕事をしていない保護者がみた  日 

５．病児・病後児保育を利用した  日 

６．ファミリーサポートセンターを利用した  日 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた  日 

８．その他（                   ）  日 

 

Ｑ27 Ｑ26で「１．」「２．」と答えた方にお聞きします。その際、できれば病児・病後児のための

施設を利用したいと思われたことがありましたか。なお、病児・病後児のための施設の利用

には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

１．あった     この1年間に    日ぐらい      Ｑ28へ 

２．なかった      Ｑ30へ 

 

Ｑ28 Ｑ27で「１．あった」と答えた方にお聞きします。利用を希望しても、利用できなかった

ことはありますか。（○は１つだけ） 

１．あった    ２．なかった      Ｑ30へ 

 

Ｑ29 Ｑ28で「１．あった」と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 １．定員がいっぱいだった   ２．病気の種類が預けられないものだった 

 ３．その他（                ）  

☆市・独自 

☆市・独自 

共通 

☆市・独自 

共通 
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 Ｉ 仕事と子育てについてお聞きします。 

 

Ｑ30 仕事と子育てを両立させるうえで難しいと感じることは何ですか。（○はいくつでも） 

１．子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない 

２．家族のこと 

３．職場のこと 

４．子どもの面倒をみてくれる放課後児童クラブなどが見つからない 

５．その他（                                  ） 

６．特にない 

７．子育てをしながら仕事をしたことがない 

 

Ｑ31 あて名のお子さんについて、母親または父親が育児休業制度を利用されましたか。 

（○は１つだけ） 

１．母親が利用した→（   年  か月 ） 

２．父親が利用した→（   年  か月 ） 

３．母親と父親の両方が利用した →母親（   年  か月）→父親（   年  か月 ） 

４．利用しなかった      

 

 

  

☆市・独自 

共通 

☆市・独自 

共通 
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 Ｊ 子育てに対して感じていることついてお聞きします。 

 

Ｑ32 子育てに関して普段感じていることについて、それぞれの項目で、「そう思う」を４点、「思

わない」を１点とした場合、最もあてはまる点数を１つ選んで○をつけてください。 

項  目 そう思う            思わない 

①子どもがいると生活が楽しい ４    ３    ２    １ 

②子育てを通じて自分も成長すると思う ４    ３    ２    １ 

③子どもは心のやすらぎや生きがいを与えてく
れると思う 

４    ３    ２    １ 

④子育てに対して不安を感じている ４    ３    ２    １ 

⑤仕事や自分のやりたいことができない ４    ３    ２    １ 

⑥子どもがいると生活や気持ちにゆとりがなく
なる 

４    ３    ２    １ 

⑦子どもに強く当たったり、強い口調で言って
しまっているのではないかと思う 

４    ３    ２    １ 

⑧子育てにより健康状態の不安や身体に疲れを

感じている 
４    ３    ２    １ 

⑨子育てが大変なことを身近な人が理解してく
れない 

４    ３    ２    １ 

⑩子どもの病気や発達に関することが気になる ４    ３    ２    １ 

⑪子育ての方法がよく分からない ４    ３    ２    １ 

⑫子ども同士の友だち付き合い（いじめ等含む）
が気になる 

４    ３    ２    １ 

⑬親同士の付き合いが苦手だ ４    ３    ２    １ 

 

Ｑ33 子どもを育てる環境として何が重要だと思いますか。（○は３つまで）

１．豊かな自然    ２．自由にのびのび遊べる場所 

３．治安が良く安全に生活できるまち  ４．利便性のある居住環境 

５．医療機関の充実    ６．同年代の子どもの多いまち 

７．地域の人達とのつながり 

８．充実した学校（幼稚園、小学校等）や教育施設 

９．充実した保育施設や放課後児童クラブ 

10．子育て支援センターや児童センターなど充実した公共施設 

11．その他（                                  ） 

 

☆市・独自 

共通 

☆市・独自 

共通 
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 Ｋ 相談・情報提供についてお聞きします。 

 

Ｑ34 身近な地域で、子育てに関する悩みや不安をどなたに相談していらっしゃいますか。 

（○はいくつでも） 

１．配偶者・パートナー    ２．その他の親族(親、きょうだいなど) 

３．地域の知人・友人    ４．職場の同僚 

５．子育てサークルの仲間    ６．小学校の先生 

７．塾や習い事の先生    ８．医療機関・保健所 

９．子ども総合センター    10．子育て支援センター  

11．子育てサロン等の地域のつどいの場  12．民生委員・児童委員、主任児童委員 

13．ＮＰＯによる相談窓口・民間の電話相談 

14．相談相手がいない     15．その他（              ） 

 

Ｑ35 市の子育てに関する情報発信について、知っているものや使っているものはありますか。

①～⑦についてそれぞれ〇をつけてください。 

情報発信の種類 
１ 

知っているし、 
使っている 

２ 
知っているが、 
使っていない 

３ 
知らない 

①市の広報 １ ２ ３ 

②市のホームページ １ ２ ３ 

③市のＳＮＳ（ＬＩＮＥ・Ｘ（旧Ｔｗ
ｉｔｔｅｒ）など） 

１ ２ ３ 

④くわなハッピーナビＢｙ母子モ １ ２ ３ 

⑤ＡＩチャットボット １ ２ ３ 

⑥くわな子育てガイドブック １ ２ ３ 

⑦子育て情報誌「すくすくだより」 １ ２ ３ 

※【くわなハッピーナビＢｙ母子モ】妊娠から出産、育児までの子育てを応援するための母

子手帳アプリです。 

※【ＡＩチャットボット】ＡＩチャットボットを活用し、忙しい子育て世代の方が24時間365

日いつでも子育てに関する知りたいことや疑問を解決するためのツールです。 

※【くわな子育てガイドブック】桑名市の子育てに関する事業・施設等の情報がまとめて掲

載されている電子版のガイドブックです。 

※【子育て情報誌「すくすくだより」】市内の子育て支援関連施設の行事スケジュールや子育

てに関する情報を掲載した、月1回発行する情報誌です。 

 

☆市・独自 

共通 

☆市・独自 

共通 
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 Ｌ 子育てと地域の関わりや子どもの地域活動についてお聞きします。 

 

Ｑ36 あなたは子育てに関して地域に何を望みますか。（○は２つまで） 

１．子どもが事故や事件に巻き込まれないよう見守ってくれること 

２．子どもが危険なことや人に迷惑がかかることをしていたら、注意したりしかってくれる

こと 

３．子育てについて相談にのってくれること 

４．子どもに遊びや工作、スポーツなどの指導をしてくれること 

５．緊急時に子どもを預かってくれること 

６．その他（                                  ） 

７．特にない 

 

Ｑ37 あて名のお子さんは、地域の活動やスポーツなどのグループ活動に参加していますか。 

（○は１つだけ） 

１．現在参加している 

２．現在は参加していないが、今後機会があれば参加させたい 

３．現在は参加しておらず、今後も参加させるつもりはない 

 

Ｑ38 Ｑ37で「１．」または「２．」と答えた方にお聞きします。お子さんが参加している活動も

しくは今後参加させたい活動は何ですか。（○はいくつでも） 

１．スポーツ活動            ２．文化・音楽活動 

３．キャンプ等の野外活動        ４．高齢者訪問等の社会福祉活動 

５．ホームステイ等の国際交流活動    ６．子ども会活動 

７．リサイクル活動等の環境分野での社会貢献活動 

８．地域のボランティア活動 

９．その他（                                  ）

 

■本市の子育て支援等について、感じていることがありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

最後までお答えいただきありがとうございました！ 

☆市・独自 

共通 

☆市・独自 

☆市・独自 


